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４
月
24
日
、
審
議
入
り
し
た

「
医
療
・
介
護
総
合
改
悪
法
案
」

の
廃
案
を
求
め
て
、
全
国
か
ら

５
千
人
を
超
え
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
関
係
者
が
国
会
議
事
堂
を

取
り
囲
み
ま
し
た
。
東
京
か
ら

は
、
社
保
協
加
盟
の
東
京
土
建
、

東
京
民
医
連
を
中
心
に
約
２
千

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
比
谷
野
音
で
の
集
会
で
は
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
行
動
の

呼
び
か
け
人
の
一
人
で
あ
る
川

島
み
ど
り
日
赤
看
護
大
学
客
員

教
授
か
ら
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー

ン
の
力
を
、
誰
も
が
命
と
健
康

と
暮
ら
し
が
保
障
さ
れ
る
力
に

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
の
勝
田
登

志
子
さ
ん
か
ら
は
、
「
会
」
と

し
て
６
万
４
千
人
以
上
の
署
名

を
厚
生
労
働
省
に
提
出
し
た
と

報
告
し
、
「
輝
け
！
い
の
ち
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
全
員
で
掲
げ
、

厚
労
省
に
向
か
っ
て
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
包
囲

行
動
と
国
会
包
囲
行
動
を
、
呼

び
か
け
人
の
本
田
宏
済
生
会
栗

橋
病
院
院
長
補
佐
の
司
会
で
行

わ
れ
、
「
す
べ
て
の
人
に
安
心

の
医
療
・
介
護
を
」
「
社
会
保

障
を
改
悪
す
る
な
」
と
、
医
療
・

介
護
総
合
法
案
に
反
対
す
る
５

千
人
余
の
声
が
国
会
を
包
み
ま

し
た
。

４
月
９
日
か
ら
、
国
会
前
座
り
込
み
行
動
・
国

会
議
員
要
請
行
動
が
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の

開
催
日
に
あ
わ
せ
て
、
毎
週
水
・
金
の
10
時
か
ら

15
時
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

座
り
込
み
行
動
で
は
、
参
加
者
に
よ
る
リ
レ
ー

ト
ー
ク
や
国
会
に
向
け
て
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、

医
系
国
会
議
員
や
厚
生
労
働
委
員
へ
の
議
員
要
請

行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
会
の

審
議
が
４
月
23
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

厚
生
労
働
委
員
会
の
傍
聴
行
動
も
開
始
し
ま
し
た
。

今
、
「
医
療
・
介
護
総
合
法
案
」
の
廃
案
を
め

ざ
し
、
各
地
域
や
団
体
で
学
習
や
宣
伝
行
動
な
ど

の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
「
法
案
」
の
危
険
な
内
容
は
国
民
に
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

学
習
・
宣
伝
行
動
を
強
め
つ
つ
、
国
会
議
員
に

向
け
て
、
地
域
か
ら
の
「
い
の
ち
守
れ
！
医
療
・

介
護
総
合
法
案
は
廃
案
に
」
の
怒
り
の
声
を
直
接

ぶ
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
審
議
が
参
議
院
に
移
っ
た
場
合
は
、
委

員
会
の
開
催
日
に
あ
わ
せ
、
火
・
木
（
午
前
10
時

～
３
時
）
の
行
動
に
な
り
ま
す
。



３
月
29
日
（
土
）
に
、
「
滞
納

処
分
・
差
押
え
問
題
東
日
本
学
習

交
流
集
会
」
を
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
で
開
催
し
、
１
７
３
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
田
所
良
平
弁
護
士
か

ら
「
滞
納
処
分
・
差
押
え
の
基
礎

知
識
」
、
勝
俣
彰
仁
弁
護
士
か
ら

は
「
違
法
な
差
押
え
の
是
正
に
向

け
て
」
の
２
本
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
、
自
治
労
連
横
浜

市
従
労
組
区
役
所
支
部
の
鈴
木
祥

嗣
さ
ん
か
ら
「
自
治
体
職
場
か
ら

の
報
告
」
、
全
商
連
事
務
局
の
小

林
俊
光
さ
ん
か
ら
「
税
金
が
払
え

ず
困
っ
て
い
る
人
へ
パ
ン
フ
か
ら

の
報
告
」
神
奈
川
県
社
保
協
事
務

局
長
の
佐
々
木
滋
さ
ん
か
ら
「
国

保
都
道
府
県
単
位
化
に
対
す
る
神

奈
川
か
ら
の
問
題
提
起
」
の
３
本

の
指
定
発
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
も
、
「
基
礎
知

識
と
し
て
大
変
わ
か
り
や
す
い
講

演
で
し
た
」
「
画
期
的
な
判
決
を

勝
ち
取
っ
た
こ
と
が
よ
く
判
り
ま

し
た
」
な
ど
大
変
好
評
で
し
た
。

な
お
、
弁
護
士
の
講
演
内
容
は
、

社
会
保
障
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の

で
参
照
し
て
下
さ
い
。
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４
月
14
日
、
「
４
・
24
ヒ
ュ
ー
マ

ン
チ
ェ
ー
ン
」
実
行
委
員
会
が
、
巣

鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
で
署
名
・
宣
伝

行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
38
人
が
参
加
し
、

医
療
・
介
護
総
合
法
案
阻
止
に
向
け

た
宣
伝
と
、
４
月
24
日
に
開
催
さ
れ

る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
行
動
へ
の

参
加
を
訴
え
ま
し
た
。
同
時
に
、
消

費
税
増
税
に
対
す
る
「
シ
ー
ル
投
票
」

も
実
施
し
ま
し
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
」
商
店

街
を
訪
れ
る
方
々
が
次
々
と
署
名
に

応
じ
て
く
れ
、
あ
わ
せ
て
、
消
費
税

増
税
へ
の
怒
り
、
医
療
・
介
護
改
善

へ
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
約
１

時
間
の
行
動
で
し
た
が
、
署
名
付
テ
ィ
ッ

シ
ュ
２
千
個
を
配
布
し
、
署
名
が
２

４
０
筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

生
存
権
裁
判
を
支
え
る
東
京
連
絡

会
の
第
８
回
総
会
が
、
４
月
12
日
に

開
催
さ
れ
、
１
２
９
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

総
会
の
記
念
講
演
と
し
て
、
全
国

連
絡
会
の
井
上
英
夫
会
長
（
金
沢
大

学
名
誉
教
授
）
が
、
「
生
存
権
裁
判

勝
利
で
新
た
な
福
祉
国
家
を
創
ろ
う
」

と
題
し
て
講
演
。
全
国
連
絡
会
の
前

田
事
務
局
長
と
東
京
弁
護
団
の
渕
上

弁
護
士
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
中
野
事
務
局
長
が
第

７
回
総
会
以
降
の
取
り
組
み
の
経
過

報
告
を
行
い
、
こ
れ
を
受
け
て
、
各

地
域
か
ら
様
々
な
取
り
組
み
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
全
国
裁
判
の
勝
利
に
向
け
た
取
り

組
み
と
、
新
た
に
提
起
さ
れ
た
生
存

権
キ
ャ
ラ
バ
ン
成
功
に
む
け
た
当
面

の
取
り
組
み
を
確
認
し
ま
し
た
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渋
谷
社
保
協
は
、
渋
谷
区
議
会
に
対

し
て
会
派
要
請
（
３
月
４
日
、
19
日
）
、

議
会
傍
聴
（
25
日
、
26
日
、
31
日
）
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

日
赤
労
組
と
東
京
勤
医
会
労
組
が
提

出
し
た
「
夜
勤
労
働
の
改
善
と
大
幅
増

員
を
国
に
求
め
る
」
請
願
は
、
要
請
行

動
を
通
じ
て
、
医
療
現
場
で
の
労
働
の

大
変
さ
や
慢
性
的
な
人
手
不
足
な
ど
は

「
改
善
さ
れ
る
べ
き
」
と
い
う
認
識
で
、

全
議
員
か
ら
請
願
に
賛
同
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
３
月
31

日
の
本
会
議
で
、
全
会
一
致
で
請
願
が

採
択
さ
れ
、
国
へ
の
意
見
書
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
５
回
に
わ
た
り

区
議
会
に
請
願
・
要
請
に
取
り
組
ん
で

き
た
、
粘
り
強
い
活
動
が
成
果
に
結
び

つ
き
ま
し
た
。

一
方
、
消
費
税
増
税
中
止
、
認
可
保

育
園
の
増
設
、
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止

な
ど
の
請
願
は
、
自
民
・
公
明
な
ど
の

反
対
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
９
日
に
、
社
会
保
障
制
度
の
総

改
悪
の
内
容
と
国
会
に
上
程
さ
れ
て
い

る
医
療
・
介
護
総
合
法
案
の
学
習
会
を
、

東
京
社
保
協
寺
川
事
務
局
長
を
招
い
て

70
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
憲
法
25
条
を
解
釈
改
憲

す
る
社
会
保
障
総
改
悪
に
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
を

と
、
社
会
保
障
改
悪
と
の
た
た
か
い
の

課
題
と
行
動
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

台
東
社
保
協
は
、
社
保
協
結
成
20
周

年
に
あ
た
る
３
月
28
日
に
記
念
の
総
会

を
５
団
体
33
人
が
参
加
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
東
京
社
保
協
の
福

井
副
会
長
か
ら
「
台
東
社
保
協
の
20
年

に
わ
た
る
運
動
に
敬
意
を
を
表
し
、
安

倍
暴
走
内
閣
に
地
域
か
ら
反
撃
の
う
ね

り
を
上
げ
る
た
め
仲
間
を
増
や
し
、
区

民
に
呼
び
か
け
、
風
を
お
こ
す
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
台
東
社
保
協
と
し
て
区

議
会
陳
情
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
不

採
択
や
継
続
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
国

保
値
上
げ
問
題
で
は
、
保
険
料
の
値
上

げ
は
区
民
に
大
き
な
負
担
が
及
び
、
こ

れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
区
と
し
て
国

や
都
に
支
援
を
行
う
よ
う
意
見
書
を
提

出
す
る
よ
う
に
の
陳
情
は
「
趣
旨
採
択
」

と
い
う
成
果
を
得
た
、
な
ど
こ
れ
ま
で

の
運
動
の
総
括
、
新
し
い
た
た
か
い
の

方
針
と
役
員
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
新
島
常
嘉

事
務
局
長
）

４
月
19
日
、
西
東
京
社
保
協
は
総
会

を
開
催
し
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
東
京
社
保
協
の
福
井

典
子
副
会
長
か
ら
講
演
が
あ
り
、
今
日

の
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
の
分
析
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
所
は
自
分
た

ち
で
責
任
を
も
つ
こ
と
。
今
は
、
地
域

社
保
協
の
出
番
で
あ
り
、
権
利
と
し
て

の
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、

住
民
世
論
の
構
築
を
し
、
み
ん
な
で
輝

く
た
め
に
、
自
ら
風
を
起
こ
そ
う
と
提

起
さ
れ
ま
し
た
。
「
た
た
か
わ
ず
し
て

権
利
の
保
障
は
な
い
。
私
た
ち
は
決
し

て
負
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
勝
つ
ま
で
た

た
か
い
を
や
め
な
い
か
ら
」
の
言
葉
に

勇
気
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
活
動
方
針
に
即
し
て
各

分
野
か
ら
報
告
が
あ
り
、
新
年
度
方
針

と
役
員
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
岡
本
卓
郎

事
務
局
長
）

＜三宅村社会福祉協議会事務局長＞“急募”

三宅村元村議の寺本恒夫氏（三宅村社協会長）から緊急の
要請がありました。
＜条件＞

社会福祉運動の中心になって活動できる方、男女問わず。
家族ぐるみで暮らせる宿舎有。今年７月から勤務できる方で、
６５歳なるまで少なくとも３年間の勤務。
給与保障＝介護福祉士、社会福祉士なら月約３５万円、他に
年間３０万円貸与。資格なしの場合は役場職員待遇で。
３年間なら１００万円贈与（普通免許必要）
＜連絡先＞ 東京社保協まで 03-5395-3165
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午前10時開会～午後4時半（9時半開場）

（東京土建本部会館 ＪＲ大久保駅下車徒歩3分）


